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1． は じ め に

　積雪面を支持基盤 として 建物 を造る試み 自体はそ

れ ほ ど貝i新 し い こ とで は な い 。 北極匿1に住む エ ス キ

モ ーは，安定 した積雲層か らブ ロ ッ クを切 り鑷 し て

倥空間 を構築す る技術 をもち ， 苛酸な 自然環境下で

人 が生活するため の 雪や氷 との つ きあ い 方 に 関 し て

一
っ の 文化をも っ て い る。

　 ただ し我 々 の よ うに 日頃漏暖 な地域 に住む 入間が

あ る時期 1／2〜 1 か年 の 問 ， 研 究観測 な ど の 目的で

南極 あ る い は北極圏に滞在 する た め の 建築物 を冓え

る と な る と，か な り前提条件や評価基準が違 っ て く

る 。 まず ， 設計の 基本姿勢 と し て ， 我 々 の 日常生活

を ど こ まで 極地 に持 ち込 む か と い う問題 が ある 。研

究者は極寒 の地で 薹1三活す る こ と自体が 属的で は な い

か ら，無意識の うち に 目常 の生活文化 を持 ち 込 も う

とす る し， 設営担当者は ， 苛酷 な 自然環境 ・建設条

件の もとで 限 られ た エ ネル ギー源 （現在 ， 南極観測

基地 で は各国 と も主 と して 重油が使われ て い る）で ，

生活 空間の ア メ ニ テ ィ
ーの グ レ ー ドをあげる た め に

創意工 夫をこ ら し
， 両者 の 歩み 寄りの 接点で 極地建

築の シ ス テ ム が成 り立 っ て い る の で あ る 。

　本稿で は極地建築を取 り巻 くさま ざま な制約の う

ち ， 氷床 （相当量 の厚 さと広 が りをも っ た氷体と定

義 され ，南極 とグ リ
ー

ン ラ ン ドを覆 う氷 を氷床 と呼

ぶ ） の 上 に観測基 地を設営す る場合 の 雲対策 ニ ス ノ

ー コ ン トロ
ー

ル に っ い て
， 日本南極地域観測隊の 設

営活動 を例 に紹介す る 。

2．　 日本の 南極観測シス テ ム と設営の 条件

　昭恥基地 をベ ー
ス と して 研究観測 を続 け る 日本観

測隊はそ の 調査域 の 拡大 に伴 っ て 大陸氷床に観測拠

点 を求 め，現在 で は 昭和基地の ほ か に 二 っ の氷床．L
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図
一 1　 H本南極地城観測隊 の 主要観測域 と三 つ

　 　 　 の 基地

基地 ： み ず ほ 基地 ， あすか 観測拠点 を維持 し て い る

（図 一一1）G

　観測隊 は越冬隊 と夏隊とか ら成 り ， そ れ ぞれ定常

観測 s 研究観測お よ び 設営担 当隊員 で構成 され る 。

観測隊は 国内で の 訓練，準備期間 を経て 毎年琵 月に

観測船 「 し らせ 」 で 南極に向か い
， 夏隊は海洋観測

を含め て 約 3 か月，夏期の 南極域で研究観測 に従事

し て 翌 4 月に 厂 し らせ 」 で 帰国す る 。 越冬隊は 引き

続きそ の 後 1 か 年 ， 南極域 に 滞在 し て 研究観測を行

う。 各観測隊は ， そ れ ぞ れ 単年度で完結 した研究観

測計画 の もと で 行動す る の で ，墓地 の 住民 は 全員が

毎年交替す る 。
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表
一 1　 南極 へ の 物資輸送

場 訓 日 本 ： 東 京 ・
一

・ ・ラ … フ ・
一

・ ン ・層 南極 ： リ ュ ツ オ ホル ム 湾，ブライ ド湾

作業 ・倒 騨 徽 鰍 込 ・1 生鮮食糧 ほ か の 購入 ・積込み i 荷　降　ろ　 し

一 瀛 の 人 手で 歛 ・ 獺 燃料

雪上車 に よ る氷上継 大 型 一 ・ ・ プ ・
一に よ る空司・・イ プ 輪送

表
一 2　設計条件

一
覧

設　　　 計 条 件 要 求 さ れ る 性 能

気象
・
環境

輸 　　　送

温

温

温

圧

速

速

雪

気

気

気

気

風

風

積

均

　

　

　

　

均

平

高

低

均

均

大

平

年

最

最

平

平

最

年

設 計 用 風 速

設 計用雪荷重

船 ：

　建 設物 資輸送 能力 ： IJ「o〜200　ton／年

ヘ リ コ プ タ
ー機 内輸送 能力 ：

　棒状部品 ：長 さ5．5m 以内， 単体重量 2001蠣 以下

　板状部品 二1．2mX5 ．Om以内

み ず ほ基地 あ すか 観測拠 点

一32．5℃
一18．5℃

一2．7℃ 一10．1℃
一61．9℃

一32．3℃

732．21nb 869．7mb

10，8m ／s 12．8m ／s

31．9m ／s 34．3m ／s

8．Ocm ／4．7cm

40．Om ／s 60，0m ／s

　　200   f！cm2
（屋 根面積 雪 50c 皿 ）

　　　　　　　　　．

・・纛 蜘 回

断熱性能

結露防止

耐風性能

耐雪性能

部品の 軽量 化

部品の 寸 法
・重量制 限

建 設 　建 設技術者 の 参加 ： 1〜2名／年

　　労働力 ： 1 日当た り8 〜9名，作 業期間 ：最大 2週間以 内

　　建設機械力 ・使用 可能 エ ネル ギー
：制約が強 い

作業 の 単 純化

部 品の軽 量化

組立工 期の 短縮

建物の 機能 、

維持 ・管理

遮 音，暖房等の 室 内気候調整

　以上 の よ うな南極観測 シ ス テ ム の現状か ら建設の

基本的制約条件 を整理 す る と，

　  　物資輸送は年 1 回 ， 輸送手 段は原則 と し て 船

→ ヘ リコ プ タ
ー→ 雪上車とそ りを経て 現地 に運 ばれ

る （表一1）。 そ こ で物資単体 の 寸法， 重量 が制約 を

受け る 。

　（2） 設営担当隊員の うち建設 の 専門家 の 参加 は年

1 〜 2 名に 限 られ る 。
したが っ て こ れ ら専門家の 指

示 に 従 っ て 建設作業 に従事す る の は，国内で わずか

の 訓練 を受 け た 研究者 や，「し らせ 」 乗組み の 自衛

6

官に よ る支援 グ ル
ープで あ る。 建設作業員 の 数が限

られ ， そ の 技術力は ほ と ん ど期待で き な い
。

　（31 建設作業期間は最大 1 か 月以 内に限定 され る 。

こ れ は野外作業 に適 し た天候 の 継続時間 と ， 観測隊

の 行動計画 に よ る制約で あ り ， 場所や 気候に よ っ て

変動する。

　将来構想 と して は，航空機 によ る物資輸送 や ， 建

設作業の 一
括請負など の 民間活力導入等 ， 外国観測

隊の
一
部で は既に実施され て い る方式 も検討 され て

い るが ， 現状で は こ れ ら の 諸条件を前提 として 設営

土 と基礎，38− 1 （384）
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作業が計画 され る 。 以上 を設計条件 と し て 整理す る

と表一 2 の よ うに な る。

3． 初め ての氷 床上 観測基地

　 3．1 み ずほ基地 の 沿革

　 昭和基地 の 南東約 270k 皿 の 大陸氷床 上 に
， 日本

隊 として 初め て建設 され た内陸観測拠点，みずほ 基

地 （図一 1 ： 70 °42／S ， 44° 20’E ，標高 2230m ）は ，

　「みず ほ 高原 ・X ン ダービ ー
ラ ン ドの雪氷学研究計

画」 の 拠点 と し て 1970年か ら建設が始 め ら れ た。

1969年 ， 第10次隊に よ る 予備調査 を経 て ， 1970年に

氷床ボー リ ン グ用の作業小屋 1 棟，1971年 に居住棟

の 建設 と発電機設置の ため の 雪洞を掘 削 し て 観測隊

の 長期滞在を可能 に した。当初 の 研究計画 が終了 し

た 1976年以降も国際磁気圏観測計画 ，極域 気水圏観

測計画 ，東 クイ ーン モ ー ドラ ン ド地域雪氷 ・地学研

究計画 と ， 続 けて み ずほ基地 を拠点 とす る研 究観測

が 行われ たが ， 1986年10月をも っ て 有人越冬観測 を

終 了 ， そ の 後は 無入観測 基地 とな り， 現在に至 っ て

い る
。

　 3．2 み ずほ基地の環境
1）

　み ず ほ基地 の あ る東南極み ずほ高原 で は ，12月〜

2 月 の 夏季 を除 い て 常時 10〜20m ／s の 東風 が 吹き，

こ の た め 地 吹雪が 絶え る こ と は な い 。空気 は 乾燥 し

て お り ， 降雪は氷床表面 の 地吹雪輸送に よ っ て 再配

分され る の で ， 雪 の 堆積 は 地形 に よ っ て 大 き く変動

す る 。 こ の 地吹雪輸送量を風 速と の 関係で 示 し た の

が図
一 2 で あ る

。 例えぼ 同図中の 下 限を表す式を使

っ て ， 高度 1m の 風速を 7．5m ／s （年頻度分布 で 178

日，し たが っ て ほ ぼ半年 は こ の 状態 が続 く） と す る

と ， 地吹雪輸送量 Q β は ， 3．8g／m ・s とな り， 単位

幅 1m の 空間を 1 目当た りO．33　t ，雪粒子 の 平均密

度を 0．4g ／cm3 と す る と O．8m3 の 雪 が 流動 して い

る こ と に な る。

　こ の ほ か ， 雪面を基盤 と して建物を建て る ときに

は ， 積雪 の 物性を知る必要 が あ る 。 み ずほ基地で得

られ た密度分布 を図一 3 に 示 す 。 内地 の 雪に比 べ て

粒径 が小 さ く，雪質の 分類 に よ る と表層 で も 「しま

り雪 」 に相 当す る 密度 α 35〜0，4g ／cm3 とい う値 を

もつ 。図一 4〜6 は 南極 の 雪 に つ い て の データ をま

とめ た も の で ， 積雪 の ヤ ン グ係数，引張 り ・圧 密強

度お よ び粘性係数 と密度 の 関係で あ る
2）・3）

。
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　 　 　 　 　 5　　　　　 10　　　　　 15　　 18

　 　 　 　 　　 　 高度1mの風速 σ1 （m ／s＞

図
一 2　 高度 1m の 風 速 σ L と地 吹雪輸送量 Q の

　 　 　 関係

　 　 　 　 　 　 　 　 　 密 度 1：kg，〆ma 〕
　

（冖
8

ゆ

腿

I

気泡の 個数濃度（XIO6tim3）

図
一 3　みず ほ 基地 の 氷床ボーリ ン グで 得 られ た表層

　　 　 近傍 の 密度，気泡含有率 の プ ロ フ ァ イ ル

　3．．3　みずほ基地 ・居住棟の建設

　通 常， 南極観測隊用建物 の 設計は 国立極地研究所

設営専門委員会建築分科会 の 基本計画 に基づ い て そ

れ ぞ れ の 専門家 に依頼 され る こ とが 多い が ， 短期使

用が前提 の 仮設建物 で は国内で 使用 され る既製の プ

レ ハ ブ建築部品に若干 の 補強を施 して持 ち込 む こ と

もあ る 。 み ず ほ 基地の ほ と ん ど の 建物は 後者 の 考え
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図 一4　積雪 の ヤ ン グ率E と密度 p の 関係
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図
一 5　積霄 の 引張 P，圧縮強度F と密度 ρの 関係

方によ っ て 作 られ た 。 す なわ ち ，

「エ ン ダ
ー

ビー
ラ

ン ド計画 」 終了 ま で の 5 年間維持 で きれ ば よ い とい

う前提 で ，市販 の 冷凍庫用プ レ ハ ブ建築部品 を補強

し て 用 い
， 内部を居住用 に改造 し た の で あ る

。

　1971年に 建設 され た 居住棟 （図
一 7）は こ の よ う

に し て建設 され た最初の プ レ ハ ブ建物 で あり，そ の

後 の 基地建物の プ ロ トタイ プ に な っ た 。

　当初の 構想段階で は居住用 カ ブー
ス と同 じ発想で ，

雪面上 の 適当な位置に ，そ りの 機能を もつ 軽量 鉄骨

製 の 土台を並 べ て そ の 上 に ア ル ミパ ネル 製の 建物 を
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図一 6　 積雪の 粘性係数 η と密度 ρ の 関係
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図
一7　 み ず ほ 基地 ・居住棟 （ア ル ミパネル の 冷凍庫

　　　 用建築 を改造 し た もの ）

組 み立て ， そ の ま ま必要 に応 じ て 位置を簡単 に移動

で きる よ うに考え られ た 。 こ れ は建物周囲に で きる

雪 の吹 きだ ま りに よ っ て 建物 が早期 に埋没 し な い た

め の 工夫で あ っ た が ， 基地 の 構成要素 と して の 居住

区は定位置 に固定 し て い な い と機能上不便 が多 く，

結局，現地 の 判断 で通常の 建物 と同様に 固定基礎の

上 に建物 が組み立て られ る こ と に な っ た 。 こ の 居住

棟の建設 と そ の 後 の 経過 の 観測 か ら次 の よ うな情報

が得 られ た。そ の
一

つ は雪面 の 耐荷力 に 関する もの

で ， 建物重量が 200〜300kgf／m2 （基礎板 の 接地圧

に して 約 0．gtf／m2 ）程度 で あ れ ば ， 足場用 の 木製

道板 を敷き並 べ る程度 で特 に基礎雪面の 処理 を しな

くて も， 約10年の ライ フ サイ ク ル を保証 で き る こ と

土 と基 礎，3B− 1 （384）
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羹耋耋 藍 麓 ヨ i・
　　　　　　 匚：コ1鉄 居鱒 α頒 年搬 ）

　 772 　
’
τ二 ：雄 欟 鯲 （197堆 建謝

ピ
・
ソ トに よる年層

　 図一 8　居住棟 まわ りの ス ノ
ー

ドリフ トの 成長

が実証 され た 。 た だ し ， 積雪層 の 圧密沈下は 建設初

期に著 し く，
1972 年 5 月末か ら か 7 月間で 約 9，9cm

の 沈下が観測 され た
。

　第 2 は建物周囲 の 積雪 を吹き払 うた め ， 床 下に21

cm の 通風用空間 を設 けた 高床式建物 の ス ノー
コ ン

ト ロ
ー

ル に関す る もの で ある。囲一 8 に示す よ うに ，

21cm の 床高 で は， 雪 の 吹きだ ま りを約 1 年間コ ン

1・ロ
ー

ル す る の が 隈度 で ， 翌 1972年 4 月に 基礎 の 角

材 を補充 し て床高を 50cm に増 した に もか か わ らず ，

吹 きだ ま 桝 ま急成長 を続 け ， 結局 ， 建築後 4 年 で居

住棟 は ほ ぼ 雪中に 埋 没 し た
。

こ の 雪 の 吹きだ ま り の

成長 は 風上 よ りも風下側 の 方が早 くか つ 大き い こ と

も分 か っ た 。

　3．4　み ずぼ基地 の建 設か ら得 られた設 営工 学的

　　　 情報 の まとめ

　基地建設の 過程で，建物を雪面上に 維持する か ，

雪 面下 にす る か とい う氷床上観測基地 の 基本計画 に

氷
床
上
観

溯

峡

地
の

訂

靉

舞設方ま

つ い て の い くっ か の 試 みが行わ れ た 。 最初の 建物 ，

氷床ボ ー リ ン グ用作業小屋 は ロ ル ゲー トパ イ プ製 の

ス ノーシ ヱ ル タ ー兼用建物 で あ り ， 高床式に し て ス

ノ
ー

コ ン トU 一
ル を試 み た の が膤住棟 で あ る。発電

機室 ， 観測棟は ト レ ン チ 内で 組 み立 て た プ レ ハ ブ建

物 で ，天井 に 耐雪用構造材 を か けわ たした 。 雪氷実

験室は ト レ ン チ．L部を補強した雪洞型 ， こ の ほか の

1 棟は あ らか じ め掘削し た雪洞 内 に 部品を搬入 して

組 み立て る 工法 を罵 い た （pa−− 9）。

　以上 の 経験か ら ， 南極氷床上 の小規模な基地で は

雪面上に建物を維持す るた め の 除雪機 械力，作業員

の手 当な どが相 当困難 な の で ， 雪面下 の 基地 とす る

の が よ い こ とが分 か っ た。ま た ，日本隊の よ うに年

間 の建設要員，輸送物資が制 限され ， 数年度計画 で

少 しずつ 基地を完成 させ て ゆ く方式 で は ， 無補強雪

洞内に小 さな床面積の 建物 を分散配置して 雪洞 の 通

路で結ぷ の が最適 と思われ る 。

　こ の よ うに し て 作 られ た雪面下 の 基地で は天共や

側壁 の 雪 の 変形 に対す る保守が定期的に 必要 で あ る 。

発電機蜜の よ うに登熱量 の 大き な場所で は 1 か A に

1 回，そ の 他観測用建物 で も熱が こ も りやす い 天井

部に つ い て 2 〜 3 か 月に 1 回程度，雪 洞内 の 整形f乍

業が必 要 とな っ た。

　なお ， み ずほ 基地 は単体の 床面積が 10〜30m 諺

程

度 の 小 さ な建物 の 集合体な の で ， 不同沈下 によ る 障

害は報告 され なか っ た 。
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補強雪 洞囁 1】月：

　　　「
補強雪訌・］

朧 の繍 蹴 麟 物　 4。　 氷床上 の 観測墓地 ， あすか観測拠点

図一9　み ずほ 基地 で 試 み られ た 氷床上基地建設 シ ス テ ム

January
， 1990

　4、1　あすか観測拠点用建物 の設計
4）

　
一

般 に極地建築で は現場作業の 制約が極端 に

強 い の で完全プ レ ハ ブ化 し て 現地に持 ち込む の

が普通 で あ る 。 そ こ で 建設環境予備調 査 と設計

に か け る時間は長 けれ ば長 い ほ ど よ く， こ れ に

投入 され た エ ネル ギーに よ っ て 結果が決 まる と

い っ て もよ い 。あすか 観測拠点の 場 会は予備調

査に 2 年 ， 併行 して基本設計の た め の 作業委員

会に よ る 1 年の 検討を経て 実施設計に 入 っ た 。

　あすか 観測拠点を使 っ た研究観測 を1983 年よ

狙 0年間 と し，初 年度は 予備調査と建設候補地

の選 定， 次の 3年間で最小規模越 冬隊 8 名 を収

容する 施設 を建設 し て越冬観測 を開始 し ， 続 い

て 宿泊施設 を拡 充 して 後半 5年間は 15名の 越冬

9
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St・p　2 　 〆 巴丶

辱’
N

縦 鬢

雪面整形の後，高床式建物建設

建物保護の ためシ ェ ル ター組立て

周囲の積雪状況を判断して床下空問
をバ ネ几 でふ さく

’

積雪の戊長を待つ

妻纛叢鸞講諜騰 撰緩顛

　　 図
一10　あすか 観測拠点 の 建築シ ス テ ム

観測隊を送 り込む計画 で 設計がすす め られ た 。

　気象条件はみずほ基地 よ りもやや緩和 され るが作

業人数，建設機械 力 ， 建設期間な どの 条件は ほ ぼ共

通 な の で，年 1棟 の ペ ー
ス で建設作業をすす め ， 3

年間で 基地の 最小機能 を満たすよ うに する こ と ， 建

設作業期 間は標準で 1 週 間以内 とす る こ と等が設計

の 基本条件で あ っ た 。 また，予備調査 の 段階で 年間

積雪量は約 40cm と予想され た の で ， 図一10の 過程

を経て雪 面下 の 基地 を完成 させ る シ ス テ ム が採用 さ

れ た 。

　建物 の 基礎は合板パ ネ ル と角材 ， 高床部分は軽量

鉄骨造プ レ ハ ブ トラ ス ， 上部構造は ， 断熱材充嗔 の

木質パ ネル 構造 （床パ ネ ル 厚 ： 15cm
， 壁 ： 12　cm ，

屋根 ：最小厚 15cm で 水勾配 1／50）で 設計 され た 。

屋根面 に積雪 が あ る場合を考慮 して 天井に補強用 の

軽量鉄骨梁が わ た さ れ て い る 。

　1984年12月に あす か観測拠点 に初 め て建て られた

主屋棟 の 実施設計で は ， 建設条件に未知数 が多い こ

と，特 に建設期間の 制約か ら，居住施設，通 信施設 ，

食堂 ， 厨 房 を 1棟にま とめ て ， 短辺 5m ， 長辺 20m

の 長方形平面 の 建物 とな っ た 。 そ こ で 不同沈下障害

に備え て 基礎面接地圧 の均等化 （屋根面積雪ゼ ロ で

約 1tf／m2 ）， 高床 トラ ス 部分の 剛性 を高め る こ と な

どが特に配慮 され た 。

　翌年建設 し た発電棟 （発電施設 と浴室，便所 を含

む ） は ， 基地 の 最も重要 な施設 で あ り，か っ 発熱量

も多 い の で 建設工程 の 増加を犠牲 に して 不同沈下対

策 の た め に 2 棟独立 と し，機能上 こ れ を
一

つ に ま と

め て エ キ ス パ ン シ ョ ン ジ ョ イ ン トで連結 し た。

IO

あすか観測拠点建物周囲の ス ノ
ードijフ ト

　 　 　 　　 （1985．12．26−」30av量｝

図一11　あ す か観測拠点 の ス ノ
ードy フ ト形状

　4．2 あすか観測拠点の 建設

　あすか 観測拠点は セ
ー

ル ロ ン ダーネ山地北側の 氷

床上，71 ° 31／S，24° 18’E ， 標高 930皿 の 位置に あ

る 。 こ こ で は大陸中心部か ら氷床の 傾斜 に沿 っ て吹

き降ろす斜面下降風 は 山地で さえ ぎられ る が そ の 代

わ り積雪が 比較的に 多 い の で ， 図
一11の よ うに 主風

向 （ESE ） に沿 っ て建物 を配 置 し たが ， 床高を約 1

m と して も風 に よ る建物周囲 の 積雪 の 吹払 い 効果 は

設計時 の 予測 を下ま わ り，す ぐ吹きだ ま りの 成長 が

始ま っ た。 1 年聞で 風下側 の 吹き だ ま りは ほ ぼ屋 根

面に達 し て い る の で埋没速度は み ずほ基地 の 場合の

2 倍以上で あ る。

　現在の 観測拠 点は主要建物 4 棟 と連絡通路で構成

され ， 7名の 越 冬隊が滞在 して い るが図一leの ス テ

ッ プ 2の 状態で 雪面下に 埋没 し つ つ ある 。

　4．3 観測拠 点で の 設営工 学的観測
5）

　我が国で は こ れ ま で 南極観測基地 に 関す る設営工

学的観測が組織的 に行 わ れ た こ とは あ ま りなか っ た

が，あ すか 観測拠点開設 に あた り ， 関係者 の 努力に

よ っ て 建設か ら維持 管理 に い た る問の 設営工学的な

基礎資料収集 の た め の 観測計画が表
一 3 の よ うに提

出され ， 現在 も観測 を継続 して い る 。 前掲 の 図一11

もそ の成果 の
一

部で あ る 。

　 あす か観測拠点で 最も注目され て い る建物 の 不 同

沈下 に関する観測例を以下 に示す
の 。 主屋棟 の 風下

土 と基礎，3B− 1 （384）
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哀
一3　 あすか 観測 拠 点の 設営 工 学的観測計顧 表一 4　 あす か 観測拠点 ・主屋棟の 流動観測

司 観 測テ ーマ 目 的 実 施 年度 測 定　日 ｝
’
　 水平移動速渡，方向

1「厂 ド
…

沈 下 速 度

　　
ド
　　 　 ロ

　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 き

1 鱒 粤撫漢誓男攣 得書鷺 i198卜

　　　　　　　　1．資 料とす
隻＿ ＿ ＿ 　 i

　 I

　 i 建物の 位置 鬨係

　 1の 測定

2i

　 l
　 l
＿．．．、1

nO

建物 の 不 同 沈下

量

　1建 物 の 断 熱特 性

41

建 物 の 崖根面 に 定点を と っ て 氷　 1985〜

床 の 流動お よ び 積雪表繧 の 圧 密

に よる変位 を計測 し，雪而 支持

力お よ び ク リ
ープ 轡 性 を推 定す ．

る a　 　　　 　　　 i

1985．
1985．12．30
1986．2，2

1987，2，5

ユ988．3．9

0．0

｝
　 2．16m ／765　days，　N

　 　 （1．03m ／y ．，　N ）

0．53m ／y．

O．53 皿 ／y，
O．40m ／y．

跡 桝 面 の 建物が多い の で 各 ilgS5−一一

建物の 不 同沈 下 を連続観測 し ，　1
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

建 物の 維持 管理．L の 資料 とす る。i

建物 の 断熱性能 の データ をま と

め て ，室 内 気候設 計お よび 省工

iネル ギー設計の 資料 とす る。

L

1987

澗 醜
丁獗

設齢 囎 料

陣
6

建物 に加 わ る雪

荷重

勸 ・駢 ・搬 して ・ ・飜 1末瀞

1鑼 竊 雛 1

発電棟 の 沈下 が著 し い
。 積霧層 の 不均

…
さ以外 に も，

積載荷重の 増加 ， 建物か らの放熱 が周囲の雪 の 物性

に影響を及ぼす こ とな どが付加要因 として 考え られ

る 。

　積雪 の ク リ
ープ特性 か ら推測 で き る よ うに こ の 圧

密速度は 時間の 経過と共 に減少 する の で ， 不 同沈下

が こ の ま ま の速度で進行する よ うな こ と は な く，

1989年現在，あすか観測拠点 で は建物 の 不 岡沈下 に

よ る障害 は現れ て い な い e ま た ， こ れ らの 不同沈 F

量 の 推定は，粘弾性力学 モ ヂ ル に よ る長期 ク リ
ープ

解析 で ほ ぼ可能な こ と も確か め られ て い る
V）

。

捧

屋根面に 測量 基準点を設 け ， そ こ か ら約 2．2km

離れ た セ ール V・ ン ダーネ山塊露岩上 の 不動点 と

の 間の 測量 を年 1 回 の 割合で 行 っ た結果が表
一

4 で あ る 。
セ オ ドライ ト と レ ーザ

ー
測距 儀を用

い た 測量は ，無風で 妊天 に恵 ま れ な い と結果 が

得 られず ， 欠測 の 年 も あ る が こ れ ま で の デ ータ

で は 主屋棟は 年間約 ユ．03m の 速度 で 北に流 さ

れ ， 年間約O．　53m の 速度 で 建物全体の 沈下が進

行 し て い る こ と が分 か っ た 。

　 こ の 絶対 移動量の 計測 の ほ か に ， 主屋棟 ， 発

電棟 ， 観測棟の屋根面で も レ ベ ル 測塰を行 っ て

相対沈下量を毎年測定 して い る。図一12の 主屋

棟は建築後 2 年間無住 で ， こ の 間に約 8cm （1／

250）の 不同沈 下を生 じ た
。 建物風上 よ りも ドリ

フ トの 多 い 風下側 の 沈下が大 き い
。 越冬開始後

1 年間の 沈下量増分は 約 5cm で ， 無住の 時 よ

りもやや 沈 下速度が早 くな っ て い る 。 図
一13の

発電棟で は ， 発電機の 運転閣始以前 の 1 年聞で

約 4．2cm ， 越冬を開始した次 の 1年間で 前年 の

ほ ぼ 2倍，約 8cm の 沈下増分が観測 された 。

　両棟 と も， 風下側 の 沈下が多い こ と が共通 し

て お り， こ れ は 建物周囲に不均
一

に積も っ た積

雪層 の 圧 密速度の 差が主要因 と思わ れ る。建物

使用開始後 の 沈 下速度は増す傾向に あるが特 に

　 　
　　
｛〕

　 　
　 　
　 　

熔 住
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　以上 の よ うに建物周囲の ス ノー ドリ フ ト形態 とそ

の成長 が不 同沈下 の 主要因 とす れ ば，図一10ス テ ッ

プ 2 の ス ノー コ ン ト ロ ール が重要 とな る
。 あす か の

よ うに地吹雪輸送量 の 多 い 場所 で は高床式 に し て 雪

の 吹払 い を考え る よ り は ， 防雪 柵 な ど を利用 し て 建

物周囲に均等に雪 をた め る 工夫 が効果的とい え る か

もし れ ない
。

5． む　す　び

　 日本の 南極観測 に お ける設営業務の うち ， 氷床上

の 観測基地に関す る話題 を あげ て ， そ の 設計か ら建

設 ， 維持管理 に い た る事例 を紹介 し た 。

　諸 々 の 制約条件の かか わ りか た の 複雑 さ と厳 し さ

に加 え て ，建築を取 り巻 く極地環境の 変動が激 しい

た め に ， 極地建築に つ い て
一般的 な設計法 をま と め

る の は大難題で あ る 。 とりあえずデー
タベ ー

ス の 充

実 か ら始め て ，最適 な建築 シ ス テ ム を探 る べ く関係

者 の 努力 が続 け られ て い る の が現状で ある 。 極地研

究所 を中心 とす る研究観測活動の ほ か に ， 最近 で は

日本建築学会 に 「極地建築研究会 」 が誕生 し ， 研究

者 の 輪が 広 が りつ つ あ る の は頼 も し い 限 り で あ る 。
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